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ABSTRACT 
   The 2016 open college of Hachinohe Institute of Technology (HIT) was held to present regional citizens 
with the results of the research and education. The theme of the open college was "disaster prevention, 
disaster reconstruction from the 2011 Tohoku earthquake and tsunami, measures against global warming, 
environment and energy", and these aims ware to give the opportunity for understanding each other and to 
contribute to the development of culture and industry in the community. The open college has ten unique 
programs, which consists of the marine ecology, the town planning, the regional culture, the liquid crystal 
display, and so on. About 208 persons attended the HIT open college in total, and it was closed 
successfully. 
Key Words: 2016 open college, energy and environment 
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1??はじめに?
? 今年度も全学科・部局が企画した 10 件の各講
座に多くの参加者を迎え、好評のうちに平成 28
年度八戸工業大学公開講座を終了することが出
来た。 
本学は地方に位置する大学として、地域社会へ
の貢献を重要な使命としているが、公開講座を
はじめ、高校からのものづくり講座、インター
ンシップの受入れ、各種セミナーへの講師派遣、
出張講義等、生涯教育や資質能力の向上など
種々の要請に対し、その役割を積極的に果たし
ている。学校教育法にも「大学は成果を広く社
会に提供し社会の発展に寄与すること」と社会
貢献に関する条項が追加されるようになり、大
学がより積極的に社会貢献へ取り組むことが求
められている。中でも公開講座は地域の多くの
市民と交流深める意義深い社会貢献のひとつと
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ンジプロジェクトへの参加学生の活動もあって
ものづくりの幅が広がった感もある。ただ、平
成28年度よりヱヂソン倶楽部の部屋を新設のサー
クルである宇宙工学同好会が使用するようにな
ったためヱヂソン倶楽部の活用が縮小しており、
より多くの学生がヱヂソン倶楽部の活動の利益
を得られているかという点は引き続き課題とな
っている。今後もヱヂソン倶楽部の活動の成果
を学科の教育にフィードバックできるような仕
組みを考えていき、学生のものづくりへの興味
を喚起、満足させられるよう努力していきたい。 
参 考 文 献 
1) 八戸工業大学：平成 28年度学生要覧，2016， 
2) 花田 一磨他：ヱヂソン倶楽部活動報告，八戸工業大学紀要
第 32巻，pp. 183-188，2013， 
3) 花田 一磨他：ヱヂソン倶楽部活動報告（第 2報），八戸工
業大学紀要第 33巻，pp. 97-102，2014． 
 
 
 
 
要? 旨 
八戸工業大学電気電子システム学科では「幅広い教養と倫理観を持ち、電気電子技術に関す
る知識を活用できる応用力と構想力を備えた技術者を育成することを目的」とし教育活動を続
けており、「電子工作をもっと行いたい」「組込みシステムを学びたい」という学生の要望を
受けたことなどを背景に、平成 22 年度より学科内でものづくりを行えるスペース「ヱヂソン  
倶楽部」が開設された。本稿では、このヱヂソン倶楽部の平成 27年及び 28 年におけるエネル
ギー・環境教育用教材開発、学生の作品制作、電気工事士技能試験対策講習等の諸活動の報告
を行う。 
 
キーワード?? 八戸工業大学，電気電子システム学科，教育支援 
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なっている。今回の講座では、昨年に引き続き
「防災・震災復興・地球温暖化対策・環境・エ
ネルギー」をメインテーマとして全学科・部局
がそれぞれの特色を生かして講座を企画し、合
計 10件の講座による実施となった。?
2??開講の経過?
本学は北東北の工科系高等教育機関として、
この地域における教育研究に対する付託を担い
活発な活動を展開しているところであるが、毎
年その成果の一端を公開講座として広く地域の
市民に公開し、多くの受講生を受け入れてきた。
また、大学が公開講座を実施することは学則に
も謳われている。 
? 今年度の公開講座では昨年に引き続き、本学
が標榜している「防災・震災復興・地球温暖化
対策・環境・エネルギー」をメインテーマとし、
かつ学科・部局ごとの特徴が十分現れることに
も配慮し、それぞれの講座内容を計画すること
とした。また、講座の実施に当たっては、例年
どおり学務部の下に、各部局から選出された公
開講座担当者、教務委員および教務課職員より
成る公開講座ワーキンググループを結成し、講
座内容、実施時期、予算、広報活動等を検討し、
計画立案した。また、今年度の講座実施運営に
ついて下記の方針を確認した。 
?1?講座は、各学科・部局が少なくとも 1 テーマ
を担当する。内容は各学科・部局の特徴が現
れるように計画する。?
?2?各講座においては、各定員の範囲内で多くの
参加者が得られるように努める。対象年齢は
講座の趣旨により異なるが、全体として幅広
い世代の参加者の呼び込みを図る。?
?3?適切な参加費を徴収する。予算は前年度並み
として計画するが、予算決定時に必要に応じ
調整する。?
3??講座の概要?
? 10 件の講座内訳は、環境・エネルギー関連の
講座（講演会および体験学習）が 2件、人文系の
講座・講演会・鑑賞会等が 2件、ものづくり講座
が 4件、コンクルール形式が 1件、ITに関する講
座が 1件で、いずれも関心の高い内容の講座であ
った。各講座の詳細は以下のとおりである。 
 
3.1? 海洋生物からのメッセージ（八戸市・青森
市開催）? ～環境が変われば生き物も変わ
る～ 
開催部局：工学部? バイオ環境工学科 
開催日時：八戸市? 8月 20日（土）13:00～14:30 
? ? ? ? ? 青森市? 8月 28日（日）13:00～14:30 
開催場所：八戸市? 水産科学館マリエント 
青森市? ねぶたの家ワ・ラッセ 
参加者数：合計 21名?  
  ?
図 3.1.1? 公開講座ポスター?
?1??目的?
青森県の海洋環境は変化に富んでいる。それ
に対応するように比較的高い緯度帯に位置して
いるにも関わらず、多種多様な海洋生物が分布
している。このような恵まれた状態にありなが
ら、陸上の生物やそれを取り巻く環境と比較す
ると、一般的に海洋生物や環境に触れ合う機会
は限られている。本公開講座は、本学の地域貢
献の一貫として、海洋生態系に関する本学の研
究成果を八戸市や青森県の方々に広く知ってい
ただくとともに、海洋生物や海洋環境に興味を
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持っていただく機会を提供することを目的とし
て開催した。 
図 3.1.1に本公開講座のポスターを示す。 
?2??概要?
本公開講座では、水温などの物理的な環境、
海中の窒素やリンの濃度などの化学的な環境が
変わると、海洋生物の分布がどのように変わる
のか、海草（アマモなどの仲間）や海藻（昆布
などの仲間）、魚類などについて具体的な事例
を紹介しながら、分かりやすく説明した。会場
には、水温に応じて特徴的な分布パターンを示
す生物を代表して、県内で採集した小型甲殻類
ウミホタルを生きた状態で展示し、発光物質ル
シフェリンと酵素ルシフェラーゼ、海水中の酸
素が反応することにより幻想的な青白い発光が
認められることも、実験を通じて体験していた
だいた。 
 
写真 3.1.1? ウミホタル観察の様子 
??3??受講者の反応?
受講者の反応は概ね良好で、終了後のアンケ
ートでは講演内容についてほとんどの受講者が
「よく理解でき」、「楽しかった」と回答して
いた。受講者に対して行ったアンケートにおけ
る自由意見の主なものについて以下に示してお
く。 
・とてもわかりやすく、興味のわく講演でした。
ウミホタルの発光実験もとてもきれいで楽し
かったです。 
・小学生の自由研究につなげられるようなテー
マ（を実施してほしい） 
・身近で見られる物や事からが実はすごい！よ
うな事を教えてほしい。 
・海洋生態学の講座を継続して頂きたい。又、
八戸港に関わる（八戸港に特化した）話をし
て頂ければと考えます。 
・海洋科学に興味があるので年単位で定期的に
開講して欲しい。 
・海の環境、生物等について、比較的浅い部分
のことだったと思う。海底の環境・生物等に
ついても徐々に知りたい。定期的に講演会を
お願いしたい。 
?4??総括?
受講者の中には、海洋について関心をもつ人
が少なからずいるようであった。今回のような
海洋に関する講演を複数回開催してほしいとの
声もあり、本学が担える役割は大きいであろう
と感じた。 
しかし、参加者数が当方の見込みより少なく、
広報の難しさを痛感した。近隣の高校にはチラ
シ、ポスターを郵送しているが、高校生の参加
者は少なく、手間に比例した効果はなかったよ
うである。講座の開催を知ったメディアとして
は、八戸では「知人からの紹介」、「学校での
ポスターやチラシ」、「大学ホームページ」が
多く、青森では「広報あおもり」が多かった。 
テーマや広報に関するこれらの課題について
は、今後の開催における参考としたい。 
?
3.2? サイエンスサロン? アインシュタインから
始まるエネルギー? ～生い立ちと科学の足
跡～?
開催部局：工学部? 電気電子システム学科 
開催日時： 8月 20日（土）13:00～14:30 
開催場所：秋田県大館市民文化会館 2階・練習室 
参加者数：15名 
?1??目的?
最新の科学技術のトピックスを話題提供する
ことにより、小学生から一般までの方々とエネ
ルギーについて意見交換し、科学技術への関心
を喚起することである。 
?2??概要?
はじめに、数世紀に一人現れるかどうかとい
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ものづくりの幅が広がった感もある。ただ、平
成28年度よりヱヂソン倶楽部の部屋を新設のサー
クルである宇宙工学同好会が使用するようにな
ったためヱヂソン倶楽部の活用が縮小しており、
より多くの学生がヱヂソン倶楽部の活動の利益
を得られているかという点は引き続き課題とな
っている。今後もヱヂソン倶楽部の活動の成果
を学科の教育にフィードバックできるような仕
組みを考えていき、学生のものづくりへの興味
を喚起、満足させられるよう努力していきたい。 
参 考 文 献 
1) 八戸工業大学：平成 28年度学生要覧，2016， 
2) 花田 一磨他：ヱヂソン倶楽部活動報告，八戸工業大学紀要
第 32巻，pp. 183-188，2013， 
3) 花田 一磨他：ヱヂソン倶楽部活動報告（第 2報），八戸工
業大学紀要第 33巻，pp. 97-102，2014． 
 
 
 
 
要? 旨 
八戸工業大学電気電子システム学科では「幅広い教養と倫理観を持ち、電気電子技術に関す
る知識を活用できる応用力と構想力を備えた技術者を育成することを目的」とし教育活動を続
けており、「電子工作をもっと行いたい」「組込みシステムを学びたい」という学生の要望を
受けたことなどを背景に、平成 22 年度より学科内でものづくりを行えるスペース「ヱヂソン  
倶楽部」が開設された。本稿で このヱヂソン倶楽部の平成 27年及び 28 年におけるエネル
ギー・環境教育用教材開発、学生の作品制作、電気工事士技能試験対策講習等の諸活動の報告
を行う。 
 
キーワード?? 八戸工業大学，電気電子システム学科，教育支援 
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われるアルベルト・アインシュタイン（Albert 
Einstein）のドイツでの生誕から科学者としての
生活とアメリカで亡くなるまでの生涯を、写真
を多用しながら紹介した。彼にはいくつかのエ
ピソードがある。子供の時、病気をしたアイン
シュタインに父親がコンパス（磁針）をプレゼ
ントした。風もないのに、場所が変わっても針
が一定方向を向くことに強い関心を持ち続けた
こと、学生時代の成績のこと、教員とのコミュ
ニケーションがなかなかうまくいかなかったこ
と、結婚に関する両親との葛藤、子供たちとの
関係、などを説明した。その後、アインシュタ
インは、アメリカのプリンストン大学から招聘
され、そこで生活を始めた。同じころ、この大
学から彼と同じ研究所に招聘された湯川秀樹博
士が来訪することが分かった。到着したその日
に、アインシュタインが湯川を訪問し、その後
研究交流や世界平和活動を展開していくことに
なったことが披露された。 
科学的な足跡については、1905 年に 3 つの大
発見をしている。すなわち、光電効果、ブラウ
ン運動、特殊相対性理論に関する論文を公表し
ている。それらは、光エネルギーが電気エネル
ギーとして利用できること、大気の運動や水の
運動に不可欠な揺らぎの法則、物体の速さがと
ても速くなると物体の速さや重さ（質量）が変
わること、ミクロの世界での原子核の反応から
生じる重さの変化がとてつもないエネルギーと
して放出されることなどである。 
つぎに、世界的なエネルギー不足と人口増の
状況について話題を提供し、エネルギー問題が
地域の課題となっていることを述べ、5 年前の東
日本大震災時におけるエネルギー不足が居住地
域の問題としても対応すべき課題であったこと
を具体的な事例を出して説明した。エネルギー
問題を考えるうえで、アインシュタインが予言
し、科学技術者が技術開発を展開した核エネル
ギーについて考える機会を提供した。 
今年（2016 年）は、アインシュタインが 1916
年に重力波の存在を予言して以来、ちょうど 100
年目である。実験研究者はこの理論的予言の検
証に取り組んできたもののことごとく徒労に終
わっている。このような状況の中で、2016 年 2
月に重力波の実験による検証に成功したとのニ
ュースが世界を駆け巡った。講座では、重力波
の概要を写真とイラストで解説した。質疑では、
5 件の質問が出された。身の回りの科学的な現象
に関することや重力波の質問が多く、それらに
ついて適宜応答した。 
最後に、講師が作成した「アインシュタイン
クイズ」を実施した。クイズに関する参加者の
応答が良好であり、ときおり笑顔が見られ和や
かな空気が流れた。 
 
図 3.2.1? 公開講座ポスタ  ー
?3??受講者の反応?
公開講座の終了時にアンケートを実施した。
アンケートからわかったことを列記する。 
1）小学生や保護者を含め、今回のテーマへの関
心の高さがうかがえた（15名） 
2）10 項目のアンケート結果から分かる重要な点
はテーマ選択である（12名） 
3）重力波のニュースを知って興味を持たれて参
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加された方が複数名いた（5名） 
4）クイズが楽しかった（4名） 
5）実験的な講座も期待している（3名） 
などであった。意外なことは、アンケートの選
択肢として「講座の内容が難しい」または「少
し難しい」を選ぶのではと想定していたが、そ
の回答がなかったことである。 
?4??その他?
大館市での公開講座の参加者数が 2015 年度の
4 割増しであり、昨年度の参加者から本講座の情
報を聞いて参加した方が複数名おられた。今後、
継続実施の際のヒントになると思われる。 
 
写真 3.2.1? 公開講座の様子 
 
3.3? 「住みたい家・住みたい街」コンクール
2016 
開催部局：工学部? 土木建築工学科 
開催日時： 
発?表?会 10月 22日（土）10:00～11:50 
作品展示 10月 22日（土）〜10月 29日（土） 
開催場所：八戸ポータルミュージアムはっち 2F シ
アター2、3Fギャラリー3 
参加者数：30名? ※発表会のみ 
?1??目的?
本講座の目的は，子供を中心とした地域の
方々に，自分たちの身近な家や街について考え
て貰うことである。特に，子供達に自分の家や
街について考えてもらい、地域社会の担い手と
して育ってもらいたいと考え企画・実施した。
また，これらを通して多くの市民に土木や建築
といった分野に関心を持って貰うことも意図し
ている。?
?2??概要?
本事業の全体の流れは， 
①課題の提示（土木建築工学科）， 
②課題作成および提出（受講者）， 
③審査・優秀作品選考（審査員）， 
④発表会（優秀賞 5件）， 
⑤最優秀賞選考（審査員）， 
⑥講評および表彰式（審査委員長）， 
⑦作品展示・作品選集発行（土木建築工学科） 
となっている。以下，これらの流れに沿って概
要を示す。 
まず，「「住みたい家・住みたい街」の提
案」を課題とし，絵画・イラストなどによる説
明図とコンセプトの分かる説明文の提出を求め
た。テーマの例として「災害に強い家・災害に
強い街」「子供や高齢者が快適に暮らせる家・
街」「隣近所が仲良くなれ力を合わせて暮らす
ための施設」「賑わいのある中心市街地づく
り」などを提示した。本事業は，八戸市教育委
員会と連携して実施しており，八戸市内の小学
校 5，6 年生を対象として夏休みの宿題の一つと
なる様に 7 月上旬に作品募集を開始し，9 月 2 日
を応募締め切り日として設定した。 
作品は 100点の応募があり，多くは吹上小学校
6 年生の作品であった。吹上小学校 6 学年は本コ
ンクール作品の製作を夏休みの宿題の必須課題
としていたようである。 
9 月 24 日（土）に八戸工業大学において優秀
作品の選考会を行った。審査員は，下記の方々
に依頼した。 
委員長? 小藤? 一樹 
八戸工業大学? 土木建築工学科・感性
デザイン学科? 准教授 
委? 員? 齋藤? 綾子 
サイトウアヤコ建築設計事務所? 所長 
委? 員? 佐藤? 浩志 
八戸市教育委員会 教育部長?  
委? 員? 関川? 幸子 
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八戸学院大学? 人間健康学科? 教授 
委? 員? 日野? 智之 
デーリー東北新聞者? 編集局? NIE担当 
選考の結果，5 点の優秀作品および 11 点の佳作
作品を選定した。なお，単に絵やイラストで評
価では無く，コンセプトや独自のアイデアなど
説明文についても十分に考慮して選考した。 
 
写真 3.3.1? 発表会の様子 
優秀賞 5 件については，10 月 22 日（土）に八
戸ポータルミュージアムはっち 2F「シアター2」
にて，発表会を実施した。発表会の様子を写真
3.3.1 に示す。発表会には，優秀作品の受賞者や
その家族，小学校の先生，一般の方等，合計約
45 名の出席者があった。最終発表でのプレゼン
を元に審査委員会において最優秀賞を選考した。
また，小藤審査委員長により，最優秀賞・優秀
賞・佳作作品計 16 点について，講評および選考
理由の説明がなされた。最後に受賞者に対する
表彰式を行った。また，同日より一週間，はっ
ちのギャラリー3 において全作品 100 点を展示し
た。 
最後に，優秀作品・佳作作品を掲載した作品
選集を作成・発行した。作品選集は，八戸市内
各小学校，作品提出者，八戸市教育委員会，後
援機関，本学図書館・関係者等に配布している
ので，本事業の詳細はそちらをご覧戴きたい。
作品選集の表紙を図 3.3.1 に示す。表紙の作品は，
最優秀賞に選ばれた宗幸音（そう? ゆきね）さ
ん（吹上小学校 6 年）の作品「今と昔の融合住
宅」である。懐かしいけれど未来的な住宅が上
手く描かれており，自分の考えを一つの絵にし
っかりとまとめている点が評価されている。 
 
図 3.3.1? 作品選集の表紙 
?3??受講者の反応?
? 当初想定した以上の応募件数となり，八戸市
内の小学生から多数の応募があった。絵やイラ
ストのみではなく，コンセプトやアイデアをま
とめた説明文の完成度が高い作品が多く，子供
達が身近な「家」や「街」について考えるきっ
かけになったと思われ，当初の目的は概ね達成
できたと考えられる。特に，発表会での優秀賞
受賞者のプレゼンテーションはしっかりとした
ものが多く，審査委員長の小藤准教授の各作品
に対する講評も受賞者・保護者・参加者が非常
に参考になるもので，楽しい発表会となった。 
?4??課題他?
作品の応募件数としては当初の想定より多く
なったが，応募者のほとんどが吹上小学校の生
徒であり，応募があった小学校の数は 4校であっ
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ンジプロジェクトへの参加学生の活動もあって
ものづくりの幅が広がった感もある。ただ、平
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を学科の教育にフィードバックできるような仕
組みを考えていき、学生のものづくりへの興味
を喚起、満足させられるよう努力していきたい。 
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た。応募者の所属する小学校の数を増やすこと
が，継続的に実施する上での課題となる。一方
で，さらに応募作品が増えた場合には，審査が
非常に大変になるため，実施にあたっては工夫
が必要と考えられる。本講座は，来年度以降も
テーマ設定を工夫しながら来年度以降も継続的
な実施を考えている。 
?
3.4? キッズプログラミング入門講座?
開催部局：工学部? システム情報工学科 
開催日時：10月 29日（土）13:30〜16:30 
開催場所：八戸工業大学? システム情報工学専
門棟 2階（I202） 
参加者数：35名（15家族，保護者 15名含む） 
?1??講座の目的?
2020 年から小中学校でプログラミング教育が
開始されるともいわれており，都市部ではプロ
グラミングを教えるスクール（塾）なども流行
り出している。一方，今回講座に用いたスクラ
ッチをはじめとして，初学者が，ネットに接続
できる PC があれば十分にプログラミングを独学
できる環境も整ってきている。 
本講座では，小学生を対象としたプログラミ
ング入門講座として，このような場合に広く用
いられているスクラッチを用い，プログラミン
グ入門講座を開講するものである。 
?2??概要?
本講座は 10月 29日（土）の午後に開催された。
受講料は無料とし，募集人員は 12 組である。講
座の内容は表 3.4.1 に示す通りであり，開発環境
である Scratch の使用方法の学習，開発言語であ
る Blockly 言語の文法学習，簡単なプログラムの
開発を行った。 
講座には学部 3 年生を主体に 1〜4 年生の学部
学生 10 名を配置し，低学年の参加者にはほぼつ
きっきりでパソコンの基本操作の段階から補助
を行った。 
スクラッチの基本となる，スプライトに基本
的な動きを伝えるプログラムから始めて，シュ
ーティングゲームの基本となる，弾丸の発射，
衝突判定，スプライトの削除など，ゲーム作成
の基本的なプログラムを体験してもらった。 
また，今後，独学でプログラミングを学べる
手がかりとなるよう，Code.org, Blockly Games, iOS
の Playgrounds などについて簡単な紹介を行った。 
 
表 3.4.1? 講座実施内容 
時間 内容 
13:00〜13:30 受付 
13:30〜13:40 挨拶，スタッフ紹介 
13:40〜14:40 Scratchの紹介・使い方の演習 
14:40〜15:10 休憩（ティータイム） 
15:10〜16:10 プログラミング実習 
16:10〜16:30 閉講式 
?
?3??受講者の反応?
受講者の学年構成は， 
中学 2年 - 1名，中学 1年 - 1名， 
小学 6年 - 4名，小学 5年 - 6名，小学 4年 - 1名， 
小学 3年 - 5名，小学 2年 - 1名， 
5才- 1名 
と小学校の高学年が最も多かった。 
アンケートの主要な項目をまとめると以下の
通りである。 
講座の開催については，新聞の折り込み広告
をみて知った方が 8家族と最も多く，つぎに小学
校からの案内で知ったが 4 家族，大学 HP，朝日
新聞の記事，八戸市 HP がそれぞれ 1 家族となっ
ていた。 
講座に申し込んだ動機としては，子供にプロ
グラミングを体験させたかったからとの回答が
多く見られた。 
講座の内容への満足度は高く，満足，やや満
足が 13 家族であったが，難易度としては高いと
の評価が 6家族であり，入門レベルについては別
途，丁寧に説明する必要性が感じられた。 
小学生を対象としたことから，講座の時間を 3
時間と例年より短めに設定したが，講座の時間
を長いとする回答は皆無で，適当が 10 家族，短
い・やや短いとした回答も 5家族みられた。 
?4??課題?
講座の内容は，書籍やネット等を参考に小学
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八戸学院大学? 人間健康学科? 教授 
委? 員? 日野? 智之 
デーリー東北新聞者? 編集局? NIE担当 
選考の結果，5 点の優秀作品および 11 点の佳作
作品を選定した。なお，単に絵やイラストで評
価では無く，コンセプトや独自のアイデアなど
説明文についても十分に考慮して選考した。 
 
写真 3.3.1? 発表会の様子 
優秀賞 5 件については，10 月 22 日（土）に八
戸ポータルミュージアムはっち 2F「シアター2」
にて，発表会を実施した。発表会の様子を写真
3.3.1 に示す。発表会には，優秀作品の受賞者や
その家族，小学校の先生，一般の方等，合計約
45 名の出席者があった。最終発表でのプレゼン
を元に審査委員会において最優秀賞を選考した。
また，小藤審査委員長により，最優秀賞・優秀
賞・佳作作品計 16 点について，講評および選考
理由の説明がなされた。最後に受賞者に対する
表彰式を行った。また，同日より一週間，はっ
ちのギャラリー3 において全作品 100 点を展示し
た。 
最後に，優秀作品・佳作作品を掲載した作品
選集を作成・発行した。作品選集は，八戸市内
各小学校，作品提出者，八戸市教育委員会，後
援機関，本学図書館・関係者等に配布している
ので，本事業の詳細はそちらをご覧戴きたい。
作品選集の表紙を図 3.3.1 に示す。表紙の作品は，
最優秀賞に選ばれた宗幸音（そう? ゆきね）さ
ん（吹上小学校 6 年）の作品「今と昔の融合住
宅」である。懐かしいけれど未来的な住宅が上
手く描かれており，自分の考えを一つの絵にし
っかりとまとめている点が評価されている。 
 
図 3.3.1? 作品選集の表紙 
?3??受講者の反応?
? 当初想定した以上の応募件数となり，八戸市
内の小学生から多数の応募があった。絵やイラ
ストのみではなく，コンセプトやアイデアをま
とめた説明文の完成度が高い作品が多く，子供
達が身近な「家」や「街」について考えるきっ
かけになったと思われ，当初の目的は概ね達成
できたと考えられる。特に，発表会での優秀賞
受賞者のプレゼンテーションはしっかりとした
ものが多く，審査委員長の小藤准教授の各作品
に対する講評も受賞者・保護者・参加者が非常
に参考になるもので，楽しい発表会となった。 
?4??課題他?
作品の応募件数としては当初の想定より多く
なったが，応募者のほとんどが吹上小学校の生
徒であり，応募があった小学校の数は 4校であっ
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ンジプロジェクトへの参加学生の活動もあって
ものづくりの幅が広がった感もある。ただ、平
成28年度よりヱヂソン倶楽部の部屋を新設のサー
クルである宇宙工学同好会が使用するようにな
ったためヱヂソン倶楽部の活用が縮小しており、
より多くの学生がヱヂソン倶楽部の活動の利益
を得られて るかという点は引き続き課題とな
っている。今後もヱヂソン倶楽部の活動の成果
を学科の教育にフィードバックできるような仕
組みを考えていき、学生のものづくりへの興味
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生対象に実施されている標準的な内容とするよ
うに努めたが，ややゲーム開発を志向する説明
が多かったようで，もう少しグラフィックやア
ート系の内容を取り入れることも必要と感じら
れた。 
また，すでにスクラッチを利用している受講
生もみられ，そのような受講生にとっては内容
のレベルが簡単すぎたようであった。 
全体的に好評であったことから，次年度は，
午前中に 2時間程度で入門レベルの講座を実施し
て，午後に 3時間程度で中級から上級向けの内容
で実施することを検討したい。 
 
3.5? 2026年の学校? ～対話が織りなすソリュー
ション～ 
開催部局：基礎教育研究センタ  ー
開催日時：11月 2日（水）18：30～20：00 
開催場所：八戸市? 八戸ポータルミュージアム
はっちシアター1 
参加者数： 12名 
共? ? 催：八戸市教育委員会 
 
図 3.5.1? 公開講座のチラシ 
?1??目的?
 平成 10 年より導入された「総合的な学習の時
間」の指導法のひとつとして、現在、教育現場
で注目されている能動的学修（アクティブ・ラ
ーニング）の実施方法について、体験を通して
学ぶことを目的に実施した。今回の公開講座で
はアクティブラーニングの方法の一つであるフ
ューチャーセッションを用いて、2026 年の教育
問題を自分の問題として捉え、「未来新聞」づ
くり、「未来シナリオ」づくりから未来像を探
った。そこから受講者たちは地域課題に対して、
創造的な解決策や協調的なアクションを生み出
すことが出来ると考えられる。本講座のチラシ
を図 3.5.1に示す。 
?2??概要?
講座は、テーマを 3つに設定し、それぞれのグ
ループに分かれて、セッションを行った。セッ
ション 1のテーマは「日本の新しい成功の指標」、
セッション 2は「少子高齢化と創造的なワークス
タイル」、セッション 3は「新しい街づくり」と
それぞれ設定し、受講者は、自身の関心のある
テーマのセッションを選び着席した。 
 
写真 3.5.1? 講座の様子（ワールドカフェ） 
はじめに今出准教授よりアクティブラーニン
グ、および本講座で用いられるフューチャーセ
ッションについて説明があった。まずは各セッ
ションに分かれて作業を実施する「ワールドカ
フェ」、その後短時間で成果物を作る「クイッ
クプロトタイピング」、最後に各セッションの
成果である未来新聞や未来シナリオについて発
表することで、新しい知識を共有した。具体例
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を一つ挙げると、セッション 1では、新しい成功
の指標というテーマで、各自が考える指標を付
箋に書き、模造紙に貼り付けるという作業を行
った。その後、セッション 1から 3までの成果を
総合・発展する形で、各セッションの成果を皆
の前で発表する「フィッシュボウル」形式のセ
ッション 4を行い、当日の対話型授業での「新た
な学び」を受講者全員で共有した。 
 
写真 3.5.2? 講座の様子（フィッシュボウル） 
??3??受講者の反応（アンケート結果を含む）?
受講者は 10代から 60代までと幅広い年齢層で
あった。12 名分のアンケートによると、講義の
内容について 10 名が満足であったと回答してい
た。講義形式ではなく、参加型の講座であった
が、満足度が高かったことがうかがえた。内容
に関する自由記述については、「多様な意見を
自由に出し合うことで、自分の考えを深められ
た」、「自由に意見を出すことができ、普段は
話し合えないようなテーマで、初対面の方の考
えを聞くことができた」、「地域にとっての機
会としては大きな一歩だったと思う」などの好
意的な意見が挙げられていた。実際に講座中で
も、積極的に発言をしようという姿勢が見られ
た。 
一方で、「自己紹介などできなかったテーブ
ルが多かったようで、テーブルごとのスタッフ
間の意思疎通がもう少し必要だったかも」や
「前半の時間が短くとまどいました」、「場の
設計は改善の余地があると感じました」などの
意見も挙げられ、場を促進する役割であるスタ
ッフの運営面が課題となった。 
しかしながら、全体を通しての感想では「年
齢を超えた一体感があり、素敵な時間であっ
た」、「いろいろな角度から意見が出ることが
すばらしい！」「八戸ではあまりないスキーム
なので、地域にとっていい一歩になったと思
う」など、幅広い年代が集い、意見を出し合う
という場の提供としては、大変有意義な時間で
あったということができる。 
?4??課題他?
公開講座では、例年と同様に広報が課題とし
て挙げられる。 
今年度、八戸市教育委員会の後援を受け、市
内の小中学校へのポスターとチラシの配布、お
よび公共施設へチラシを設置し、広報を行った。
また近隣の高校へのチラシの配布、本学学園祭
でのチラシの配布などを実施した。しかしなが
ら、期待された学校の教員からの参加はなく、
「アクティブラーニングの手法」という内容で
ありながら、参加までつなげられなかったこと
が課題となった。対象者を狙った広報という点
については、今後も課題となると考えられるた
め、これまでの経験などから有効な方法を検討
していくことが必要である。これは大学全体と
して考えていく必要があるだろう。 
今回は、場の提供として有意義な機会であっ
たと思われる。特に感想で挙げられた「自由に
発言」することができ、また世代を超えて語り
合える場所は多くの人が求めていると考えられ
る。アンケートの「今後このような機会があれ
ば参加したいか」という設問には、12 名中 11 名
が「参加したい」と回答した。このような機会
が増えていくことで、少しずつ浸透していく可
能性がある。本講座終了後のスタッフ内での話
し合いでは、中学校や高校で今回のような講座
を実施していくのが良いのではないかという意
見も挙げられた。「フューチャーセッション」
についての認識が広がれば、今回のような講座
への参加も増えてくる可能性がある。そのため
には、前項で挙げたようなスタッフの育成も含
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生対象に実施されている標準的な内容とするよ
うに努めたが，ややゲーム開発を志向する説明
が多かったようで，もう少しグラフィックやア
ート系の内容を取り入れることも必要と感じら
れた。 
また，すでにスクラッチを利用している受講
生もみられ，そのような受講生にとっては内容
のレベルが簡単すぎたようであった。 
全体的に好評であったことから，次年度は，
午前中に 2時間程度で入門レベルの講座を実施し
て，午後に 3時間程度で中級から上級向けの内容
で実施することを検討したい。 
 
3.5? 2026年の学校? ～対話が織りなすソリュー
ション～ 
開催部局：基礎教育研究センタ  ー
開催日時：11月 2日（水）18：30～20：00 
開催場所：八戸市? 八戸ポータルミュージアム
はっちシアター1 
参加者数： 12名 
共? ? 催：八戸市教育委員会 
 
図 3.5.1? 公開講座のチラシ 
?1??目的?
 平成 10 年より導入された「総合的な学習の時
間」の指導法のひとつとして、現在、教育現場
で注目されている能動的学修（アクティブ・ラ
ーニング）の実施方法について、体験を通して
学ぶことを目的に実施した。今回の公開講座で
はアクティブラーニングの方法の一つであるフ
ューチャーセッションを用いて、2026 年の教育
問題を自分の問題として捉え、「未来新聞」づ
くり、「未来シナリオ」づくりから未来像を探
った。そこから受講者たちは地域課題に対して、
創造的な解決策や協調的なアクションを生み出
すことが出来ると考えられる。本講座のチラシ
を図 3.5.1に示す。 
?2??概要?
講座は、テーマを 3つに設定し、それぞれのグ
ループに分かれて、セッションを行った。セッ
ション 1のテーマは「日本の新しい成功の指標」、
セッション 2は「少子高齢化と創造的なワークス
タイル」、セッション 3は「新しい街づくり」と
それぞれ設定し、受講者は、自身の関心のある
テーマのセッションを選び着席した。 
 
写真 3.5.1? 講座の様子（ワールドカフェ） 
はじめに今出准教授よりアクティブラーニン
グ、および本講座で用いられるフューチャーセ
ッションについて説明があった。まずは各セッ
ションに分かれて作業を実施する「ワールドカ
フェ」、その後短時間で成果物を作る「クイッ
クプロトタイピング」、最後に各セッションの
成果である未来新聞や未来シナリオについて発
表することで、新しい知識を共有した。具体例
  
−  
ンジプロジェクトへの参加学生の活動もあって
ものづくりの幅が広がった感もある。ただ、平
成28年度よりヱヂソン倶楽部の部屋を新設のサー
クルである宇宙工学同好会が使用するようにな
っ ためヱヂソン倶楽部の活用が縮小しており、
より多くの学生がヱヂソン倶楽部の活動の利益
を得られているかという点は引き続き課題とな
っている。今後もヱヂソン倶楽部の活動の成果
を学科の教育にフィードバックできるような仕
組みを考えていき、学生のものづくりへの興味
を喚起、満足させられるよう努力していきたい。 
参 考 文 献 
1) 八戸工業大学：平成 28年度学生要覧，2016， 
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第 32巻，pp. 183-188，2013， 
3) 花田 一磨他：ヱヂソン倶楽部活動報告（第 2報），八戸工
業大学紀要第 33巻，pp. 97-102，2014． 
 
 
 
 
要? 旨 
八戸工業大学電気電子システム学科では「幅広い教養と倫理観を持ち、電気電子技術に関す
る知識を活用できる応用力と構想力を備えた技術者を育成することを目的」とし教育活動を続
けており、「電子工作をもっと行いたい」「組込みシステムを学びたい」という学生の要望を
受けたことなどを背景に、平成 22 年度より学科内でものづくりを行えるスペース「ヱヂソン  
倶楽部」が開設された。本稿では、このヱヂソン倶楽部の平成 27年及び 28 年におけるエネル
ギー・環境教育用教材開発、学生の作品制作、電気工事士技能試験対策講習等の諸活動の報告
を行う。 
 
キーワード?? 八戸工業大学，電気電子システム学科，教育支援 
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めて、今後も継続した活動が必要である。 
?
3.6? おもしろ電子工房－電子オルガンを作ろ
う！－?
開催部局：工学部? 電気電子システム学科 
開催日時： 11月 3日（木）13：00～15：00 
開催場所：久慈市立中央公民館 
参加者数：23名? ※保護者を含む 
?1??目的?
日々、科学技術に関するニュースが流れる一
方で、子供達が自らの手を使って、ものを作る
機会は減っている。こうした状態が進路選択に
係わる高校生年次まで続くと、理工系への進学
希望者が減少することが危惧される。電気電子
システム学科では、これまでにも、小～高校生
向けの電子工作教室を開催することで、科学技
術への興味や「ものづくり」の楽しさを喚起し
てきた。 
 
図 3.6.1? 公開講座ポスタ  ー
本年度は、前年度に引き続き、「おもしろ電
子工房」と題して、電子機器関連教材の工作教
室を開催した（図 3.6.1）。電子オルガンを教材
とした電子工作教室について報告する。 
?2??概要?
例年、本講座の対象者は小学生（保護者同
伴）～高校生程度を想定した電子工作的な内容
としている。今年度も昨年度と同様に、近隣地
域で、日常的に科学技術に触れて貰いたいとい
う考えから、久慈市で実施した。 
今年度は、秋月電子通商の「電子オルガン?
キット」を題材に、電子工作を実施した（図
3.6.2）。「電子オルガンキット」は、RC 発振回
路をもとに、押された鍵盤（タクトスイッチ）
に接続した抵抗の値を変えることで、異なる周
波数（音）をだす。 
 
図 3.6.2? 電子オルガン 
今回の工作のポイントは、はんだ付けする部
品点数が多く、小学生の工作が時間内に終了す
るかどうかであった。公開講座では、終了後に
予定を立てている家族も多く、時間通りに終了
する必要があった。そのため、当初の予定の時
間で終了するよう、プログラムの一部を変更し
た。 
当日の講座は、上野技術職員および石山が担
当した。前年と同様に、石山が司会を務め、上
野職員が受講者をサポートする形で進行した。
さらに、学生 3名に技術補助として協力してもら
った。 
表 3.6.1 に本講座のプログラムを、写真 3.6.1 に
本講座の様子を示す。当日ははんだ付け作業の
実演と注意事項を伝達し、そののち、はんだ付
けトレーニング無しで、本体部分を作製した。 
受講者の大半は小学生であったため、作業に
時間がかかることを予想していた。しかし、参
加者は時間を経るに従い、はんだ付けに習熟し
たため、教職員がはんだ付けをやり直す機会は
少なくて済んだ。また、スタッフや保護者の協
力により、講座をスムーズに進行することがで
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きた。ただし、はんだ点数は多く、終了時間を
15 分程度超過してしまい、当初予定していたク
リスマスソングの演奏ができなかったことは反
省点である。 
工作を行っている参加者が 13 名に対して、教
職員と学生の 5名でサポートしたことで、最終的
には全ての参加者が電子オルガンを完成させる
ことができた。 
 
写真 3.6.1? 電子オルガン作製の様子 
表3.6.1? 公開講座プログラム 
時間 内容 
12：30～13：00 受付 
13：00～13：05 開会式 
スタッフ紹介 
スケジュール説明 
13：05～13：40 オルガン組立 1 
13：40～13：50 休憩 
13：50～14：20 オルガン組立 2 
14：20～14：30 休憩 
14：30～15：00 オルガン演奏、アンケー
ト記入・回収、閉会式 
 
?3??受講者の感想?
受講者に対して本講座に関するアンケート調
査を実施した（回答数 12名、未回答あり）。?
参加理由に関しては表 3.6.2 に示すとおり、
「講座の内容が面白そうだったから」が最も多
く、次いで「電子工作に興味があったから」で
あった。講座の趣旨に賛同いただけたことのほ
か、電子工作への関心の高さが伺える。?
難易度に関しては、表 3.6.3 に示すとおり、ほ
ぼ、すべての参加者が「分かり易かった」と回
答している。パワーポイントによる進行や間違
えやすい箇所のチェックなどの事前の準備によ
り、難しい部分を、図によって説明する工夫が
功を奏した。また、講座の満足度についても、
表 3.6.4 に示す通り、良好な結果が得られた。こ
の他、スタッフの対応についての設問も行った
が、非常に好感を持たれたようだった。?
 
表3.6.2? 参加の理由 
回答 回答数 
講座の内容が面白そうだったから 6 
子供と一緒に参加できるから 2 
受講料が安かったから 0 
電子工作に興味があったから 4 
その他 0 
 
表3.6.3? 講座の難易度 
回答 回答数 
分かり易かった 10 
どちらとも言えない 1 
分かりにくかった 0 
 
表3.6.4? 講座の満足度 
回答 回答数 
期待通りであった 9 
どちらとも言えない 2 
期待はずれだった 0 
 
?4??課題など?
今回の公開講座は、昨年に引き続き、久慈市
での開催であったため、事前に久慈市側と充分
な打合せをして、講座に臨んだ。スタッフや参
加者の協力により、無事に講座を終了すること
ができた。この点について、本学職員・学生と
久慈市立中央公民館の協力に感謝したい。 
今回、テーマとして取り上げた「電子オルガ
ンと電子工作」については、参加者から好評を
もって迎えられた。また、今後に希望するテー
マとして、「ロボット」を希望する声が複数あ
った。この結果をもとに、次年度以降について
も、充実した内容の講座を実施していきたい。 
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3.7? ロボティクス基礎講座? 多脚歩行ロボット
を作ろう?
開催部局：工学部? 機械情報技術学科 
開催日時：11月 28日（土）9:00～13:10 
開催場所：八戸工業大学? 機械情報技術専門棟?
M205室 
参加者数：23人（10組）?
?1??目的?
ロボットには，1）車輪型，2）クローラ型，
3）脚型の移動のための機構が存在する． 車輪型
移動ロボットは最も移動のためのエネルギーが
少なく済むが，不整地で移動することは困難で
ある．クローラ型移動ロボットの移動機構は，
車輪型と比較してエネルギー効率は劣るものの
設置面積が広いため不整地を移動することが可
能であり，多くの災害対応ロボットに適用され
ている．脚型移動ロボットは，足先のストロー
クが大きいために不整地に適応するが，エネル
ギー効率は著しく低く，制御も困難である．ま
た，ロボットの移動機構としてその他の機構が
開発されているが本稿では紙面の都合から割愛
する． 
本稿では，平成 28年 11月 5日（土）に八戸工
業大学で開催された公開講座の内容を解説する
ものである．公開講座では，多脚移動機構とし
てテオ・ヤンセン氏が考案した「Strandbeest」と
いう作品を教材として用いることにした． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 3.7.1? テオ・ヤンセンのビースト機構の歩行動作[1] 
??2??多脚移動機構について?
Strandbeest は，1 自由度の回転アクチュエータ
とリンク機構で構成されるシンプルな多脚移動
機構である（図 3.7.1） 
図 3.7.1 中央の赤いクランクを回転させること
で，脚全体が歩行運動をはじめる機構になって
いる．この機構は，シンプルなリンク機構で構
成されているにも関わらず，歩行という複雑な
運動を生成できることに面白味があり，公開講
座の内容として適切なものである．?
?3??公開講座における取組?
公開講座では，図 3.7.2 に示すようにアクリル
板をレーザー加工機で加工した部品を用意し，
受講者に組立てさせた．参加者は 10組 23名であ
った．時間の都合から，図 3.7.2 に示すギア BOX
とリモコンは主催者で組立て済みであった．図
3.7.3に 3D-CADで設計した 3Dモデルを示す．図 
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ンジプロジェ トへの参加学生の活動もあって
ものづくりの幅が広がった感もある。ただ、平
成28年度よりヱヂソン倶楽部の部屋を新設のサー
クルである宇宙工学同好会が使用するようにな
ったためヱヂソン倶楽部の活用が縮小しており、
より多くの学生がヱヂソン倶楽部の活動の利益
を得られているかという点は引き続き課題とな
っている。今後もヱヂソン倶楽部の活動の成果
を学科の教育にフィードバックできるような仕
組みを考えていき、学生のものづくりへの興味
を喚起、満足させられるよう努力していきたい。 
参 考 文 献 
1) 八戸工業大学：平成 28年度学生要覧，2016， 
2) 花田 一磨他：ヱヂソン倶楽部活動報告，八戸工業大学紀要
第 32巻，pp. 183-188，2013， 
3) 花田 一磨他：ヱヂソン倶楽部活動報告（第 2報），八戸工
業大学紀要第 33巻，pp. 97-102，2014． 
 
 
 
 
要? 旨 
八戸工業大学電気電子システム学科では「幅広い教養と倫理観を持ち、電気電子技術に関す
る知識を活用できる応用力と構想力を備えた技術者を育成することを目的」とし教育活動を続
けており、「電子工作をもっと行いたい」「組込みシステムを学びたい」という学生の要望を
受けたことなどを背景に、平成 22 年度より学科内でものづくりを行えるスペース「ヱヂソン  
倶楽部」が開設された。本稿では、このヱヂソン倶楽部の平成 27年及び 28 年におけるエネル
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3.7.4 は，完成した多脚歩行機構の全体図である． 
 
図 3.7.3? 多脚歩行機構の 3Dモデル 
 
図 3.7.4? 多脚歩行機構完成 
?4? おわりに?
時間内に 10組 23名の全員が組立てを終え，動
作試験をすることができた．?
参考文献?
 [1] http://monoist.atmarkit.co.jp/mn/articles/1204/25/news006.html, 
1/7, 2015. 
 
 
3.8? 「地域文化デザインシンポジウム? 裂織 2.0
～南部裂織の過去・現在・未来～」?
開催部局：感性デザイン学部? 感性デザイン学
科 
開催日時：11月 23日（水）14:00～16:00  
開催場所：八戸市? 八戸ポータルミュージアム
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参加者数：約 40名 
共? ? 催：八戸市教育委員会 
?1??講座の目的?
感性デザイン学部感性デザイン学科（以下本
学科）では、本学部の教育および研究の特色に
ついて、広く市民の理解を求め、地域社会との
連携を深めることを目的とした公開講座を実施
している。今年度は、地域における伝統文化の
継承と発展について市民と意見を共有するとと
もに、デザインを学ぶ学生がどのように関与で
きるかを考える「地域文化デザインシンポジウ
ム」を実施した。また、それに先立ち、学生が
南部裂織（以下誤解のない場合裂織と記す）の
伝統的な技法やデザインの特徴などを学ぶとと
もに、実験的なデザインに関わるワークショッ
プを企画・運営したことも特徴となっている。 
 
図 3.8.1? 裂織 2.0フライヤー表面 
?2??概要?
裂織は不要となった衣服等の布を細長く裂き、
幾つかの断片を再び織り直すという特徴をもつ。
いわば伝統的なリサイクルの手法であると同時
に、古い生地が思わぬ色調に変化するデザイン
上の面白みを有する伝統工芸である。それ故、
特徴的なデザインに加えて、リサイクルに資す
るという今日的な価値を裂織は有している。 
本公開講座は南部裂織をめぐるプロジェクト
「裂織 2.0」の一部である。本学科では伝統的な
裂織の折り方に、スキャニングや印刷といった
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3.7? ロボティクス基礎講座? 多脚歩行ロボット
を作ろう?
開催部局：工学部? 機械情報技術学科 
開催日時：11月 28日（土）9:00～13:10 
開催場所：八戸工業大学? 機械情報技術専門棟?
M205室 
参加者数：23人（10組）?
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3）脚型の移動のための機構が存在する． 車輪型
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車輪型と比較してエネルギー効率は劣るものの
設置面積が広いため不整地を移動することが可
能であり，多くの災害対応ロボットに適用され
ている．脚型移動ロボットは，足先のストロー
クが大きいために不整地に適応するが，エネル
ギー効率は著しく低く，制御も困難である．ま
た，ロボットの移動機構としてその他の機構が
開発されているが本稿では紙面の都合から割愛
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ンジプロジェ トへの参加学生の活動もあって
ものづくりの幅が広がった感もある。ただ、平
成28年度よりヱヂソン倶楽部の部屋を新設のサー
クルである宇宙工学同好会が使用するようにな
ったためヱヂソン倶楽部の活用が縮小しており、
より多くの学生がヱヂソン倶楽部の活動の利益
を得られているかという点は引き続き課題とな
っている。今後もヱヂソン倶楽部の活動の成果
を学科の教育にフィードバックできるような仕
組みを考えていき、学生のものづくりへの興味
を喚起、満足させられるよう努力していきたい。 
参 考 文 献 
1) 八戸工業大学：平成 28年度学生要覧，2016， 
2) 花田 一磨他：ヱヂソン倶楽部活動報告，八戸工業大学紀要
第 32巻，pp. 183-188，2013， 
3) 花田 一磨他：ヱヂソン倶楽部活動報告（第 2報），八戸工
業大学紀要第 33巻，pp. 97-102，2014． 
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現代的技術を加えた新しい技法について、卒業
制作の実績を有していた。そこでそれを継承発
展させたのが、裂織 2.0 であリ、言い換えれば裂
織の新技法（バージョン 2.0）である。 
裂織 2.0 の開発には、本学科横溝賢准教授の指
導の元、学生がプロジェクト・チーム「裂織
FUTURE LAB」を作り参加した。そのテーマは地
域の人々と裂織の未来を考えることにある。そ
の活動は単なる技法の学習だけにとどまらない。
それは学生が作品制作や市民とのディスカッシ
ョンの中で、裂織の「新たなあり方」を模索し
ようとする試みでもある。 
プロジェクトは概ね四つの柱で構成されてい
る。その第一は、学生のスキル習得である。は
ちのへポータルミュージアムはっち内で、南部
裂織工房「澄」を運営している伝統工芸士、井
上澄子氏に学生が「弟子入り」し、裂織の基本
的な技術や機の仕組みなどを学習するとともに、
裂織 2.0 の手法を実証的に確かめた。裂織 2.0 で
は織り上がった作品を再び裂いて裂織にし、さ
らに裂く・織るという工程を繰り返す。学術的
には、その際に浮かび上がるパターンを電子フ
ァイル化して、織りを繰り返した場合にどのよ
うに色調が変化するのか予測することを目指し
た。 
一方、経験の共有もプロジェクトの重要な要
素であり、第二の柱であるワークショップはそ
の実現を目指して行われた。ワークショップは
シンポジウムに先立ち 8月下旬と 9月上旬に 4回
実施されている。そこでは学生のファシリテー
ションのもとで、市民が一人ずつ裂いて織ると
いう行為を体験しながら、「繋ぐ」という意識
を共有することができた。裂織の工程そのもの
が物を繋ぐだけでなく、伝統を繋ぐことにもな
っており、伝統文化の継承体験を共有する極め
て有意義なワークショップとなった。学生が主
体となることで、市民にとって参加しやすい環
境が形成されていたことも、地域文化の市民レ
ベルの維持に重要な意味をもっている。 
第三の柱は展示である。裂織の作品や研究成
果をワークショップの状況と併せてはっちで展
示している。新しい技法の紹介ばかりでなく、
伝統的な裂織の魅力も示すことで、過去を振り
返りつつ未来を展望する展示になっている。 
公開講座シンポジウムは、プロジェクトの最
後の柱である。上述の井上氏に加え、はっち館
長の佐々木結子氏、陶芸家・小中野左比代虎舞
代の表佐々木良市氏、八戸ハマリレーションプ
ロジェクト幹事の早狩昌幸氏と FUTURE LAB の
学生 2名をパネリストとし、横溝准教授がコーデ
ィネーターとなって、活発な議論が行われた。
伝統文化を維持・発展させる上で、地域の若者
が果たすべき役割は極めて大きい。シンポジウ
ムで積極的に発言する学生の姿は、パネリスト
ならびにフロアの参加者に強い印象を与えたと
思われる。 
 
図 3.8.2? 公開講座ポスタ  ー
シンポジウムでは、裂織に関する幅広い課題
や将来展望が議論されている。継承ばかりでな
く伝統的な技術を発展させるためにも、学生が
このようなプロジェクトに参画する意義が各パ
ネリストから繰り返し強調された。また、議論
の過程をリアルタイムに学生が記録し、視覚的
に表現するドキュメンテーションも試みられて
いる。 
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?3??受講者の反応とまとめ?
フロアには本学科の活動に興味を持つ高校生
から、裂織に従来から関心があったという市民、
「澄」で裂き織りを体験済みという方まで幅広
い参加者があった。受講者の反応は総じて極め
て良好であり、アンケートに記述されたコメン
トを幾つか抜粋しておきたい。 
・すばらしかったです。過去の見直しからの新
たな発見はとても大切なことだと思います。
今までに知らなかった伝統工芸も知ることが
できました 
・古いものを若い人の発送で今の時代に作り変
えていく趣旨がとても魅力的に感じました 
・パネラーの皆さんの意見、学生の考えが共有
される場でとても良かったと思います 
・裂織をやっておりますが、若い方たちの新し
い考え方に感心させられました 
これらの意見から、本講座の目的が十分達成
されていることは明らかであろう。 
一方、フロアにいた参加者一名から、進行上
の課題も指摘されている。すなわち研究内容を
伝えることに力点が置かれ、「初めて裂織につ
いて聞く方々が本当に理解しのか」疑問であっ
たという意見である。確かに、伝統文化に関す
るプレゼンテーションには難しい一面がある。
しかし、デザインを教授する学科としてはこの
点を反省し、次年度以降の活動に繋げたい。 
この公開講座の実施には、多方面の協力が不
可欠であった。とりわけ長期に渡りプロジェク
トを支えてくれた学生の努力は称賛に値するも
のであった。また協賛していただいた「はっ
ち」ならびに「八戸市教育委員会」の方々に深
い感謝の意を評したい。 
?
3.9? サイエンスサロン? ～光科学技術を生か
して液晶ディスプレイを作る～?
開催部局：工学部? 電気電子システム学科 
開催日時：11月 27日（日）13:00～14:30 
開催場所：チーノはちのへ? 八戸工業大学地域
産業総合研究所産学連携プラザ 
参加者数：9人 
共? ? 催：八戸市教育委員会 
?1??目的?
雨上がりの空に描かれた虹のように「光」は
古来から私達を魅了してきた。極彩色は私たち
に豊かな思いを与えてくれる。一方で、「光」
はその特徴から情報通信等様々な分野で私達に
恩恵を与えてくれる。そうした「光」の性質を
実験を通して理解してもらう。液晶テレビは、
電子工学・物理・化学からなる科学技術の成果
である。意外に簡単にできる液晶表示素子
（LCD：Liquid Crystal Display）を製作しながら、
「光」の性質を体感してもらい、理解を深めて
もらう。 
 
図 3.9.1? 公開講座参加を呼びかけるポスタ  ー
?2??概要?
現在、パソコンや携帯電話は、社会で広く使
われるようになっている。それには必ずモニタ
が付いている。人間にとって物を見る能力はす
ばらしく高度なためである。表示装置（ディス
プレイ）はコンピュータと人間をつなぐ大切な
役割を果たしている。我々が最も良く使ってい
るのはテレビなどのディスプレイであるが、液
晶（LCD: Liquid Crystal Display）は薄くて、省電
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現代的技術を加えた新しい技法について、卒業
制作の実績を有していた。そこでそれを継承発
展させたのが、裂織 2.0 であリ、言い換えれば裂
織の新技法（バージョン 2.0）である。 
裂織 2.0 の開発には、本学科横溝賢准教授の指
導の元、学生がプロジェクト・チーム「裂織
FUTURE LAB」を作り参加した。そのテーマは地
域の人々と裂織の未来を考えることにある。そ
の活動は単なる技法の学習だけにとどまらない。
それは学生が作品制作や市民とのディスカッシ
ョンの中で、裂織の「新たなあり方」を模索し
ようとする試みでもある。 
プロジェクトは概ね四つの柱で構成されてい
る。その第一は、学生のスキル習得である。は
ちのへポータルミュージアムはっち内で、南部
裂織工房「澄」を運営している伝統工芸士、井
上澄子氏に学生が「弟子入り」し、裂織の基本
的な技術や機の仕組みなどを学習するとともに、
裂織 2.0 の手法を実証的に確かめた。裂織 2.0 で
は織り上がった作品を再び裂いて裂織にし、さ
らに裂く・織るという工程を繰り返す。学術的
には、その際に浮かび上がるパターンを電子フ
ァイル化して、織りを繰り返した場合にどのよ
うに色調が変化するのか予測することを目指し
た。 
一方、経験の共有もプロジェクトの重要な要
素であり、第二の柱であるワークショップはそ
の実現を目指して行われた。ワークショップは
シンポジウムに先立ち 8月下旬と 9月上旬に 4回
実施されている。そこでは学生のファシリテー
ションのもとで、市民が一人ずつ裂いて織ると
いう行為を体験しながら、「繋ぐ」という意識
を共有することができた。裂織の工程そのもの
が物を繋ぐだけでなく、伝統を繋ぐことにもな
っており、伝統文化の継承体験を共有する極め
て有意義なワークショップとなった。学生が主
体となることで、市民にとって参加しやすい環
境が形成されていたことも、地域文化の市民レ
ベルの維持に重要な意味をもっている。 
第三の柱は展示である。裂織の作品や研究成
果をワークショップの状況と併せてはっちで展
示している。新しい技法の紹介ばかりでなく、
伝統的な裂織の魅力も示すことで、過去を振り
返りつつ未来を展望する展示になっている。 
公開講座シンポジウムは、プロジェクトの最
後の柱である。上述の井上氏に加え、はっち館
長の佐々木結子氏、陶芸家・小中野左比代虎舞
代の表佐々木良市氏、八戸ハマリレーションプ
ロジェクト幹事の早狩昌幸氏と FUTURE LAB の
学生 2名をパネリストとし、横溝准教授がコーデ
ィネーターとなって、活発な議論が行われた。
伝統文化を維持・発展させる上で、地域の若者
が果たすべき役割は極めて大きい。シンポジウ
ムで積極的に発言する学生の姿は、パネリスト
ならびにフロアの参加者に強い印象を与えたと
思われる。 
 
図 3.8.2? 公開講座ポスタ  ー
シンポジウムでは、裂織に関する幅広い課題
や将来展望が議論されている。継承ばかりでな
く伝統的な技術を発展させるためにも、学生が
このようなプロジェクトに参画する意義が各パ
ネリストから繰り返し強調された。また、議論
の過程をリアルタイムに学生が記録し、視覚的
に表現するドキュメンテーションも試みられて
いる。 
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ンジプロジェクトへの参加学生の活動もあって
ものづくりの幅が広がった感もある。ただ、平
成28年度よりヱヂソン倶楽部の部屋を新設のサー
クルである宇宙工学同好会が使用するようにな
ったためヱヂソン倶楽部の活用が縮小しており、
より多くの学生がヱヂソン倶楽部の活動の利益
を得られているかという点は引き続き課題とな
っている。今後もヱヂソン倶楽部の活動の成果
を学科の教育にフィードバックできるよう 仕
組みを考えていき、学生のものづくりへの興味
を喚起、満足させられるよう努力していきたい。 
参 考 文 献 
1) 八戸工業大学：平成 28年度学生要覧，2016， 
2) 花田 一磨他：ヱヂソン倶楽部活動報告，八戸工業大学紀要
第 32巻，pp. 183-188，2013， 
3) 花田 一磨他：ヱヂソン倶楽部活動報告（第 2報），八戸工
業大学紀要第 33巻，pp. 97-102，2014． 
 
 
 
 
要? 旨 
八戸工業大学電気電子システム学科では「幅広い教養と倫理観を持ち、電気電子技術に関す
る知識を活用できる応用力と構想力を備えた技術者を育成することを目的」とし教育活動を続
けており、「電子工作をもっと行いたい」「組込みシステムを学びたい」という学生の要望を
受けたことなどを背景に、平成 22 年度より学科内でものづくりを行えるスペース「ヱヂソン  
倶楽部」が開設された。本稿では、このヱヂソン倶楽部の平成 27年及び 28 年におけるエネル
ギー・環境教育用教材開発、学生の作品制作、電気工事士技能試験対策講習等の諸活動の報告
を行う。 
 
キーワード?? 八戸工業大学，電気電子システム学科，教育支援 
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力で電池でも動く、優れた装置である。ここで
は簡単な液晶パネルを製作し、その原理を理解
することを目的とする。 
図 3.9.1 は 公開講座参加を呼びかけるポスタ
ーであり、写真 3.9.1 は液晶の説明を行ってい
る様子である。液晶は、固体（氷）と液体
（水）の両方の性質をもっている物質で、電圧
をかけると面白い変化をする。かつて使用され
ていらテレビのブラウン管は自分で光を出して
いる。一方、液晶は周囲の太陽や LED ランプ
などの光を利用して表示を行なっている。自分
で光る必要が無い為、電池だけで十分動かすこ
とが出来る。特長には、①低電圧、②低消費電
力、③薄型、④軽量などが挙げられる。 
 
写真 3.9.1? 製作手順の説明を熱心に聞く受講生 
液晶素子は 2 枚のガラスを 1/40 ミリメート
ル隔て、その間に液晶を充填することで出来上
がる。この製作においては棒状の液晶分子を一
様に並べる必要がある。そのためにはガラス表
面を十分に清浄にする必要があるため、洗浄工
程が重要な役割を果たす。会場へは超音波洗浄
機を 3 台持ち込んでこれに臨んだ。写真 3.9.2
に受講者が製作した液晶表示素子を示す。十分
な表示動作が確認できた。 
なお、製作中の時間を利用して、 
「消えてしまうビーカ  ー!?」 
「透明なフィルムが一瞬にして着色 !? 」 
「絶対に触れない子豚 !? 」 
「眼をだますトリックとは !? 」 
「壁のすり抜け !? 」 
などの光学と視覚のマジックを見てもらい、光
の魅力を伝えた。 
 
写真 3.9.2? 受講生が試作した液晶表示素子 
?3?受講者の反応?
受講者の反応は概ね良好で、終了後のアンケ
ートでは講演内容についてほとんどの受講者が
「よく理解でき」、「楽しかった」と回答して
いた。なお、以下のような自由意見が寄せられ
た。?
・初めての電気工学に触れる機会を持てた楽し
い時間でした。?
・もう少し時間を取って今回のようなものづく
りをお願い致します。?
・今回取り組んだテーマを一歩進んだ形の講座
を受講してみたいと思います。?
・実験や物づくり関係の場合、小学生以上から
親子でできるようなものもお願いします。?
?4??総括?
受講者の中には、映像光学について初めて触
れる人が多かった。関心をもつ人が少なからず
いるようであった。今回のような電子ディスプ
レイに関する講演を小学校中学校の生徒を対象
開催してほしいとの声があった。やや手の込み
入った内容のものもあり、どこまでブレークダ
ウンできるか検討が必要である。 
広報については、八戸市教育委員会を始めと
して配布をお願いした。「広報あおもり」にも
掲載頂いたが、参加者数が当方の見込みより少
なく、広報の難しさを痛感した。高校生向けへ
の科学への関心を高めたいとも思っていたが、
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結果的には高校生の参加者はなかった。テーマ
や広報に関するこれらの課題については、今後
の開催における参考としたい。?
?
4．まとめ?
今年度も「防災・震災復興・地球温暖化対
策・環境・エネルギー」をメインテーマとし、
「サイエンスサロン? 目に見える電子技術：液
晶パネルを作る」、「多脚歩行ロボットを作ろ
う！」、「キッズプログラミング教室」や「地
域文化デザインシンポジウム? 裂織 2.0～南部裂
織の過去・現在・未来～」など、各部局で工夫
の凝らした 10 の講座が実施され、延べ約 208 名
の参加者を迎えることが出来た。ものづくり講
座を中心に複数の講座で今年度も定員を超えた
参加申込があり、人気の高かった講座ではその
対応に苦慮したようだ。 
さて、公開講座開催に際しては、八戸市教育
委員会をはじめ多くの機関からの協力を頂いて
いる。さらに、あおもり県民カレッジの講座と
して登録することによって、青森県総合社会教
育センター発行の諸冊子、広報紙、ホームペー
ジ等に本公開講座の案内が掲載され、あおもり
県民カレッジ受講者の参加も得ることができた。  
? 本学の公開講座は、毎年、延べ 150～300 名の
受講者を受け入れ、生涯学習の機会を提供する
とともに、地域と大学の相互理解をより高める
ものとして機能している。 
最後に、ご協力を頂いた関係機関ならびに実
施に携わられた全ての教職員の皆様に感謝いた
します。 
 
 
 
 
 
 
 
要? 旨 
 
平成 28 年度八戸工業大学公開講座が開催され、研究教育成果を反映した講義や実習を広く地域
の市民へ公開した。公開講座は本学が北東北の工科系高等教育機関として教育研究の成果を広く公
開し、地域の発展に寄与するとともに、生涯学習の機会を提供し地域の市民と交流を図ることを目
的とする。今年度も「防災・震災復興・地球温暖化対策・環境・エネルギー」をメインテーマとし
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の過去・現在・未来～」など全学科・部局がそれぞれの特色を生かした講座を企画し、今年度は合
計 10件の講座による実施となった。延べ約 208名の受講者を迎え、成功裏に終了した。 
 
キーワード : 2016公開講座，エネルギーと環境 
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要? 旨 
八戸工業大学電気電子システム学科では「幅広い教養と倫理観を持ち、電気電子技術に関す
る知識を活用できる応用力と構想力を備えた技術者を育成することを目的」とし教育活動を続
けており、「電子工作をもっと行いたい」「組込みシステムを学びたい」という学生の要望を
受けたことなどを背景に、平成 22 年度より学科内でものづくりを行えるスペース「ヱヂソン  
倶楽部」が開設された。本稿では、このヱヂソン倶楽部の平成 27年及び 28 年におけるエネル
ギー・環境教育用教材開発、学生の作品制作、電気工事士技能試験対策講習等の諸活動の報告
を行う。 
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